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2016自治労県職労春闘の柱

民間春闘に連帯し、特に非正規労働者の雇用・賃金・条件の改善を！

欠員補充＆人員確保、メンタルヘルス対策、臨任・非常勤の処遇改善、組織拡大への取組み！

人員確保の取組み

（１）考え方
○行政の職員数は年々削減され、近年は、事業削減等の積み上げの結果ではなく、「人員削減ありき」で削減が行われてきました。2016年度知事部局の条例定数は24名増と公表されましたが、人員の配置は、ヘルスケアや新設されるスポーツ局など、県の重点政策部門に厚く、現場にとって厳しい状況であることに変わりはありません。業務実態に合った人員配置を求めていきます。

○人員削減が過重労働の原因となり、多くの職場においてメンタル不全等の健康破壊を引き起こしているといわざるを得ない状況があります。

○春闘期は、2017年度採用人員確保を重点課題とし、支部・協議会組織を有する、職業訓練指導員、児童相談所福祉職等を中心に要求前進をめざします。

〇特に、児童相談所については、過重労働を解消し、子どもの命と権利を守ることができるよう、抜本的な人員体制の確立を求めます。
（２）闘争スケジュール

○第1段：配置・欠員把握（4月当初）⇒春闘交渉

○第2段：組合アンケートで要求把握（6月上旬）

⇒支部・協議会交渉⇒人員確保本部交渉
過重労働の撲滅
残業時間を削減するためには、まず、現在の実態やその原因の把握が不可欠です。職員の在庁時間を把握するため、グループウエアの活用を当局に求めています。
総労働時間短縮に関する労使による話し合いの場を今年度中に再開させ、残業時間の削減について有効かつ具体的な対策について協議していきます。
　恒常的に長時間勤務の職場については、人員増・抜本的な業務の見直しを、予算編成業務は、各局への更なる庁内分権を求めます。
労働安全衛生の取組み
精神科産業医の専任化を求めるとともに、産業医を中心としたチームづくり等、メンタルヘルス対策の実現をめざします。

また、時間外勤務を縮減させる対策の具体化、時間外も含めた冷暖房の稼働、安全衛生委員会の活性化など、点検・摘発運動に取り組みます。
公正労働の推進
県に関わる仕事が、低賃金、不安定雇用、劣悪な労働条件の温床になることは許されません。公正労働を確立することは、県内の雇用を拡大し、労働者の消費を増やし、結果、税収拡大にもつながります。
（１）臨任・非常勤の雇用、賃金・労働条件の改善

意欲も能力もある臨任・非常勤職員が雇止めされる事態は、本人にとって不幸なだけでなく、県にとっても大きな損失です。また、基幹的、恒常的な業務を担っていながら、その賃金・労働条件は低く抑えられています。労働に見合った処遇の改善が必要です。
特に、行政補助員の雇用を脅かし、業務的にも混乱と非効率を招く現行制度を抜本的に見直すよう求めています。
（２）公契約条例制定の推進

　○委託事業や入札契約を通し、従業員の適正な賃金・労働条件の確保や県としての政策（環境・人権等）実現にも寄与します。

　○県内では、川崎市、相模原市、厚木市で制定されています。
新たな仲間づくりの取組み
労使の約束事も県庁改革も人事制度も、労働組合の存在がなければ、おかしな方向に進んでしまうことが、この間の取組みでも明らかです。

賃金・労働条件はもとより、「健康で働きがいのある職場づくり」を実現するために労働組合は不可欠です。みんなで職場の問題や課題を声に出していきましょう。
○新採用職員や組合未加入者の加入促進について、積極的に取り組みます。

○臨任・非常勤職員の皆さんも、是非仲間に加わって下さい！

連合神奈川

2016春闘総決起集会

○日時：３月４日（金）18時30分～

　○会場：関内ホール（馬車道）
県公務労協・交運労協

春闘総決起集会

○日時：３月9日（水）１８時～

○会場：横浜公園（横浜スタジアム前）

横浜弁護士会
憲法問題シンポジウム

日時：２月２９日（月）19時～（開場18時30分）

場所：関内ホール（馬車道）

講演：「安保法制と抑止力の正体」

講師：柳澤協二さん

（元内閣官房副長官補。現在、自衛隊を活かす・21世紀の憲法と防衛を考える会代表、国際地政学研究所理事長及び新外交イニシアチブ理事を務める。）

※事前申込み不要・入場無料

※入場は先着1,100名で締切り、18時から先着順に整理券を配布
自治労県職労

憲法学習会

日時：３月８日（火）18時30分～

場所：波止場会館3階　中会議室

（みなとみらい線「日本大通り駅」徒歩５分）

テーマ：「日本国憲法はおしつけ憲法ではない」


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































